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・体力作りの為、戸外遊びを積極的に取り入れた。また、コロナ禍により行事が無くなり、変更になった分、代替え案を提案し実行した。

・乳児会議、幼児会議の場を多く設け、子どもの情報交換、共通理解を行う事ができた。

・クラスとしての計画以外に一人ひとりの発達の理解と援助方法を考え、職員間で伝え合ったり、共有する時間の余裕が足りないと感じる。

 どのようにしたらその時間がもてるか今後の課題としたい。

・コロナ感染症対策に関しては、担当課の支持の下、職員間での共通理解を図りながら取り組んできた。

全体的な計画を基に、各クラスで年間の目標を立案し計画的に保育を行っている B
教育・保育の振り返りを定期的に行い、今後に生かせるようにしている A

  ３．安全管理・環境

２．教育・保育計画の策定・保育実践

一人ひとりが安心して過ごせる環境を工夫している B

・防犯カメラを４台追加設置し、玄関ドアはオートロックにすることで更に安全対策を強化したが、カメラだけに頼らず職員全員で安全に見守りを行っていく。

・駐車場スペースの利用などをわかりやすく伝え、送迎時の道路の安全につながったが、園舎から駐車場までは道路を横断するため、子どもを一人にしないよう対策を

 行っていきたい。

緊急時（事故・災害・感染症の発生時など）における利用者の安全確保の対策を実行している A
発生した事故、怪我を把握している A
園内外が清潔で心地よい空間となっている A

事業／教育・保育計画が利用者等に周知されている A

園の教育・保育理念、教育・保育方針を基に全体的な計画が立てられている B
定期的に教育・保育方針や教育・保育観を職員間で確認する機会がある A
園の教育・保育理念、教育・保育方針が利用者等に周知されている A

・教育・保育理念、方針を入社時に職員に周知。年度始めには全体で教育・保育観を共有しているが、教育・保育の在り方とはどのようなものかを、日常生活ではもちろん                                                                                 ・保護者には入園時に保育理念、方針を伝え、懇談会やおたより、HP等で保育の様子をわかりやすく説明している。

 各行事への取り組みなども通して、各クラスの具体的な手立てを職員間で考えていきたい。

・保護者には入園時に保育理念、方針を伝え、懇談会やおたより、HP等で保育の様子をわかりやすく説明している。

令和２年度
令和３年３月

足久保こども園 自己評価 A…できた Ｂ…一部改善が必要 Ｃ…改善しなければならない

  １．教育・保育理念／教育・保育方針

園の教育・保育理念、教育・保育方針が明文化され全職員に周知されている A

事業／教育・保育計画が職員に周知されている A
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・職員同士、情報交換をしたり、他の人の意見を聞いたりする時間を設けることに努めた。

・コロナ禍の中で、思うように研修に参加することができなかった。研修がない中で自己研鑽ができるよう個々の意識をもっと高めていきたい。

職員の仕事や役割を明確にし、連携しながら円滑に保育が進められるよう心掛けている

各職員が保育を深めるための研修を積極的に行っている B

食材の安全に配慮した上で、様々な食材を味わえるようにしている A

離乳食やアレルギー除去食などの特別食に配慮している A

  ６．職員体制と役割・研修

・アレルギー児の把握をし、除去食への対応をしっかり行った。給食と保育者の連携を密に行い、安全に努めた。また、除去食についてはトレーを別にし、カバーも

 取り付け間違い防止のため工夫した。

・地域の園芸師や農家の方を招き、園児と一緒に苗や種の植え方を学んだ。

・夏野菜を育て収穫し、実際に職員が園児の目の前で調理する様子も見せることで、五感で味わう体験ができた。

・年齢に応じた形態、量に考慮し、食べることに無理強いしない。

A

職員は互いに情報を共有し合って教育及び保育を進めている A

園内、園外研修の年間計画を立て実行している B

・仕事の役割分担に従い、各職員が責任をもって行う事ができた。

食育の重要性を理解し、季節や年齢に合わせた食育計画を立てている A

調理師、栄養士、保育者が連携し、食育を積極的に進めている B

施設が有する機能を地域に還元している A

地域の保育園や幼稚園、小学校、中学校との交流を行っている C
・コロナウィルス感染拡大防止の為、ほとんどの交流行事はなくなってしまったことがとても残念でした。次年度は対策をしっかり行うことで出来ることから交流活動を

 行っていきたい。

・幼小中一貫教育を地域で行なうために園⾧が推進委員会の会議に出席し情報交換をする場があり、現状報告と今後への取り組みを図った。

  ５．食育

  ４．地域社会や小学校との連携

利用者と地域との関わりを広げる働きかけを大切にしている A
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・HPを活用し、行事や日頃の子ども達の様子を伝えることができた。一部のクラスはポートフォリオでも発信できるようになったので、今後どのクラスでもできるように

B

 していきたい。

・コロナ禍で発信の仕方であったり内容を考えたりと話し合いながら進めていくことができた。保護者の立場に立ってどのように伝えたら把握しやすいかを考えていった。

・連絡が遅れてしまい、上手く伝えられない時があった。最後までしっかりと対応していけるようにしたい。

保護者に対し、園での子どもの様子がわかるよう発信をしている A

保護者の状況等、個人情報の漏洩に気を付けている A

保護者の子育てを支え、子育ての喜びを共感する様心掛けている A

  ７．子育て支援・保護者支援

地域で子育てしている親子と園児との交流を積極的に進めている


